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 先週はクロス円の下げが結構きつかったですがトルコリラなどが暴落し、今後の対ドル

での新興国通貨などの動きが気になります。 

 トランプ大統領の貿易政策や利上げを進めるＦＲＢの政策などもあって、資金が米国に

シフトしやすい状況が続いているためドル中心に為替の動きを見ていくことが重要です。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１０円台まで下げています。 

１１０．５円を割り込むと調整が大きくなりそうなため注意がいります。 

お盆は円高になりやすい時期なので、慌てて買わずに安くなったところを狙いたいです。 

 １１０円を割り込むと１０９．３円あたりが下値のメド。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も大きく下げているものが多く、下げ止まりをまだ確認できていません。 

ランドも７円台まで下げてきているので、中長期派はリスクを考えながら買いのタイミン

グを見たいです。 

 週足で下落トレンドになりつつあるものが多く、長期的なトレンドにも注意したいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では７月貿易統計などがあります。 

米国では小売売上高、ニューヨーク連銀製造業景気指数、鉱工業生産、対米証券投資、住

宅着工件数、フィラデルフィア連銀製造業景気指数、ミシガン大学消費者信頼感指数など

が発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で４－６月期ＧＤＰ、ＺＥＷ景況感指数、ユーロ圏で消費者物

価指数などがあります。 

ほかには、中国で小売売上高、鉱工業生産の発表などがあります。 


